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近
畿
島
根
県
人
会
・
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
の
開
催
が
決
定
！ 

  
 

     

近
畿
島
根
県
人
会
は
、
大
正
十
五
年
に
発
足
し
た
社
団
法
人
近
畿
島
根
県
友
会
を
発
展
的 

に
解
消
し
、
昭
和
三
十
八
年
に
発
足
し
ま
し
た
。 

 
 

初
代
会
長
を
務
め
ら
れ
た
の
は
、
浜
田
市
ご
出
身
の
小
石
雄
治
氏
（
元
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
株 

式
会
社
社
長)

で
あ
り
、
第
一
回
総
会
と
島
根
県
人
の
集
い
は
、
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
十
七 

日
に
太
閤
園
で
開
催
さ
れ
、
約
五
百
名
の
参
加
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

初
代
・
小
石
会
長
は
、
会
長
就
任
の
挨
拶
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
（
省
略
）
そ
の
願
望
い
た
す
と
こ
ろ
は
、 

こ
の
会
が
み
な
さ
ま
の
真
の
懇
親
の
場 

と
し
て
、
近
畿
に
在
住
さ
れ
る
島
根
県 

人
の
和
を
高
め
、
も
っ
て
郷
土
の
発
展 

と
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
り 

ま
せ
ん
（
省
略
）
」
（
会
報
№
１
よ
り
） 

 

以
後
五
十
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
今
日
の
第
七
代
・
和
田
亮
介
会
長
ま
で
こ
の
思
い
は
変 

わ
る
こ
と
な
く
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
節
目
の
年
に
、
こ
れ
ま
で
の
五
十
年
を
振
り
返
り
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
更
な
る
発
展 

を
目
指
し
て
、
近
畿
島
根
県
人
会
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
を
開
催
致
し
ま
す
。
記
念
式
典 

の
ほ
か
、
例
年
の
総
会
・
懇
親
会
と
は
異
な
り
、
島
根
の
芸
能
、
観
光
情
報
な
ど
を
無
料
で 

自
由
に
ご
覧
頂
き
、
ま
た
、
故
郷
の
物
産
を
購
入
し
て
そ
の
場
で
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
く 

よ
う
な
ブ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、
近
畿
の
地
に
島
根
を
Ｐ
Ｒ
し
、
会
員
の
み
な
ら
ず
多
く
の 

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
を
企
画
致
し
ま
す
。
是
非
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご 

来
場
く
だ
さ
い
。
（
２
ペ
ー
ジ
に
続
く
） 

 

～ 内  容 ～ 

●近畿島根県人会創立 50 周年記念事業のご案内等・Ｐ１～２ 

●第 49 回故郷応援団総会・懇親会開催の報告・・・・Ｐ３ 

●近畿圏の市町村人会紹介（近畿海士後鳥羽会）・・・Ｐ４ 

●しまねびとリレー・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ５ 

●イベント情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ６ 

発行所 

近畿島根県人会 

大阪市北区西天満 3‐13‐18 

TEL:06-6364-3605 

FAX:06-6364-3854 

【初代・小石雄治会長】 

 

今
年
の
十
一
月
十
八
日
（
日
）
に
、
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
一
帯
で
近
畿
島
根
県
人
会
創
立

五
十
周
年
記
念
事
業
『
神
々
の
国
し
ま
ね
フ
ェ
ア 

～
物
産
と
観
光
展
～
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 
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古事記ゆかりのパワースポット巡り！お泊まりは神の湯「玉造温泉」のホテル玉泉 

白兎海岸のほか出雲大社をはじめとする人気の縁結び神社を訪れます。 

古事記にゆかりのある名所を巡る今回だけの限定ツアーです。「古事記に触れ」、「古

事記を楽しむ」、そんなツアーに参加しませんか！？ 

 ◆古事記編纂 1300 年記念ツアー「山陰古事記の旅」参加者を募集中です。参加ご希望の

方は同封の申込書を、4 月 27 日（金）迄に、近畿島根県人会事務局へご提出ください。 

◆当初の予定通り白兎海岸を巡るコースで実施いたします。詳しくは同封の申込書をご 

確認ください。 

◆出発の集合地（梅田）は、西梅田を予定しています。詳しい行程、集合場所等につい 

ては、申込み締め切り後に、お申込みのみなさまへ直接お知らせいたします。 

   

平成２４年５月２４日（木）～２５日（金） 全行程バス移動 

1 泊 2 日 

２８，０００円 

 
 

 

 

 

 

 

！来て観て！入場料は無料で、島根の伝統芸能などをご覧いただけます！ 
 島根の芸能ステージ（石見神楽、安来節、隠岐民謡など、 
故郷の芸能を多数上演予定）を開催！  
すべて入場料無料でご覧いただけます。 

！食べて！島根の物産をその場でお召し上がりいただけます！ 
 地酒の試飲や、島根の物産を販売するお店が多数出店予定です。 
故郷の懐かしい味をお買い求めいただけます。豪華景品が当たる 

福引抽選券付きで、当日の物産の購入にお使いいただける前売金券 
（1,000 円相当）を発売予定です。  
！触れ合って！島根のご出身者だけでなく、ご家族、友人、沢山の方で 

おいでください！この機会に、島根応援団の輪を広げましょう！ 

 会食形式とは異なり、飲食やステージ鑑賞等に自由に参加できるイベントです。例年の総

会に参加が難しい方でも、自由な時間に、お気軽にお出かけいただけます。 

 ※詳しいご案内は、4月以降にみなさまのお手元にお届けいたします。併せて、ご家族、

友人のみなさまへのＰＲとともに、前売金券の購入、記念事業挙行へのご寄附等、ご協力

のほど、よろしくお願い申し上げます。          ※写真はすべてイメージです 

 
  

 

 

 
催行決定！ 

  

近畿島根県人会創立５０周年記念事業 

神々の国しまねフェア～物産と観光展～ 
平成 24 年 11 月 18 日（日）11 時～17 時（予定） 

場所：大阪ビジネスパーク「ツイン 21」 1 階アトリウムほか 
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第
四
十
九
回
故
郷
応
援
団
～
み
ん
な
で
楽
し
む
近
畿
島
根
県
人
会
総
会
～ 

開
催
の
ご
報
告 

 
昨
年
十
一
月
十
三
日
（
日
）
に
、
第
四
十
九

回
故
郷
応
援
団
が
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

大
阪
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
開
催
の
実
行
委
員
会
を
各
地
区
が
担

当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一
巡
し
、
隠
岐
地

区
が
二
度
目
の
実
行
委
員
会
を
担
当
し
た
第

四
十
九
回
総
会
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
参
加
者

が
六
百
名
を
超
え
、
大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 

  
 

 
 

 

総
会
の
開
始
前
に
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
に

開
幕
を
控
え
た
「
神
話
博
し
ま
ね
」
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
映
像
が
流
れ
、
ご
来
賓
の
溝
口
島
根
県
知

事
か
ら
は
、
「
是
非
こ
の
近
畿
の
地
か
ら
ひ
と
り

で
も
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と

の
Ｐ
Ｒ
が
あ
り
ま
し
た
。 

          

平
成
二
十
三
年
度
の
県
外
在
住
県
政
功
労
者

感
謝
状
は
有
田
嵩
さ
ん
（
松
江
市
）
、
井
上
博
實

さ
ん
（
松
江
市
）
、
大
畑
誠
さ
ん
（
川
本
町
）
の

三
名
に
知
事
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

★ 
 

懇
親
会
は
尾
白
忠
美
実
行
委
員
長
の
開
会
宣

言
で
開
幕
。
隠
岐
の
島
町
ご
出
身
の
濵
根
隆
さ
ん

（
吉
本
興
業
所
属
）
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
に
よ
る
司

会
進
行
と
、
隠
岐
を
代
表
す
る
芸
能
の
数
々
は
大

変
盛
り
上
が
り
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
笑
い
と

熱
気
に
包
ま
れ
た
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

地
元
隠
岐
地
域
か
ら
は
、
隠
岐
酒
造
株
式

会
社
様
か
ら
乾
杯
酒
の
提
供
を
賜
り
ま
し

た
。
芸
能
は
祝
舞
、
寸
劇
、
隠
岐
民
謡
を
ご

披
露
頂
き
、
隠
岐
そ
ば
を
は
じ
め
多
く
の
物

産
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。  

 

 

是津幸子さんによる祝舞 

感謝状が贈呈された有田嵩さん 

 

 

参加者全員で「島根県民の歌」、「故郷」大合唱 



近畿島根県人会だより（第６８号）            平成２４年３月３１日発行 
 

-4- 
 

     
 

近
畿
海
士
後
鳥
羽
会 

 

会
長 

高
橋 

真
知
江 

  
                 

 

他
の
活
動
と
し
て
は
、
役
員
の
中
か
ら
の
発
案
で
、
お
互
い
に
声
か

け
を
し
て
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、
「
中
の
島
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
、

年
数
回
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
全
員
の
参
加
は
難
し

い
の
で
、
平
日
、
休
日
と
、
開
催
日
を
考
慮
し
な
が
ら
、
会
社
員
で
も

自
営
の
方
で
も
、
ど
ち
ら
か
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
心
配
り
を

し
て
く
れ
、
会
員
も
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 
 

海
士
は
、
日
本
全
国
で
合
併
が
な
さ
れ
た
時
、
独
自
の
道
を
選
び
、

町
民
は
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
生
き
方
に
懸
命
で
あ
る
こ
と
は
メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

故
郷
を
誇
り
に
思
い
、
出
身
者
と
し
て
お
手
伝
い
で
き
る
事
は
、
さ

さ
や
か
な
が
ら
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

             

 

こ
ん
に
ち
は
！ 

近
畿
海
士
後
鳥
羽
会 

で
す
。 

近
畿
地
方
で
活
動
さ
れ
る
各
島
根
県
人
会
・
市
町
村
人
会
の
ご
紹
介
で
す
。 

第
六
回
目
は
、
近
畿
海
士
後
鳥
羽
会
の
ご
紹
介
で
す
。 

 一昨年の総会・海士の出演者による民謡「よいよい」 

お祝いの席には、縁起物として欠かせません！ 

● 近畿海士後鳥羽会 ● 

事務局長 鴨田 庸 
〒665-0823 兵庫県宝塚市安倉南 4-15-6 
TEL＆FAX:0797-81-6075 

 

 

隠
岐
、
中
の
島
・
海
士
町
を
故
郷
と
す
る
出
身
者
や
、
海
士
を
好
い
て

下
さ
る
方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
今
年
第
四
十
八
回
目
の
総
会
を
迎
え
る
近

畿
海
士
後
鳥
羽
会
で
す
。 

 

当
会
設
立
の
目
的
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
郷
土
の
発
展
に
寄

与
す
る
事
で
す
が
、
活
動
と
し
て
は
、
年
一
回
の
総
会
が
中
心
で
あ
り
、

こ
の
時
に
は
、
海
士
町
か
ら
町
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
毎
年
十
名
位
の
み

な
さ
ま
に
お
出
で
を
願
い
、
故
郷
を
思
い
、
語
り
、
歌
い
、
踊
り
、
楽
し

い
ひ
と
時
に
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

総
会
開
催
に
つ
い
て
は
、
毎
年
参
加
人
員
で
頭
を
悩
ま
せ
る
の
で
す
が
、

当
会
は
役
員
の
尽
力
に
よ
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
若
い
世
代
の
方
も
か

な
り
加
わ
り
、
お
陰
様
で
、
昨
年
は
会
場
の
所
狭
し
と
テ
ー
ブ
ル
が
置
か

れ
、
熱
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
ち
ょ
う
ど
、
海
士
か
ら
お

越
し
い
た
だ
い
た
福
祉
関
係
者
の
方
の
お
話
も
あ
り
、
施
設
建
設
に
対
す

る
賛
同
者
か
ら
の
寄
付
金
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
で
も
、
故
郷

の
為
に
と
の
心
か
ら
、
担
当
者
を
探
す
方
も
見
受
け
ら
れ
、
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。 



近畿島根県人会だより（第６８号）            平成２４年３月３１日発行 
 

-5- 
 

       
        

    
 

                    

                  

 
    

     

     

し
ま
ね
び
と 

 
 
 

 

リ
レ
ー 

 
 
 
 

 

Vol.6 
 

 
 

 

こ
の
頁
で
は
、
島
根
や
関
西
で
「
島
根
」
に
関 

    

わ
る
活
動
を
さ
れ
る
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま

。 
 

第
六
回
目
は
、
元
島
根
県
大
阪
事
務
所
職
員
で 

あ
り
、
現
在
は
司
法
試
験
合
格
を
目
指
し
て
法
科 

大
学
院
に
在
学
中
の
上
田 
周
（
あ
か
ね
）
さ
ん 

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

★ 
 

★ 
 

★ 

★
上
田
さ
ん
は
関
西
の
ご
出
身
な
が
ら
、
島
根
県

庁
に
就
職
さ
れ
ま
し
た
ね
。
そ
の
き
っ
か
け
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

出
身
は
兵
庫
県
伊
丹
市
で
す
。
高
校
生
の
時
に 

参
加
し
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
に

島
根
県
出
身
の
友
達
が
で
き
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
出
身
地
と
は
環
境
の
全
く
違
う
島
根
県
に

興
味
を
持
ち
、
島
根
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。 

就
職
の
際
、
農
学
部
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
将
来
的
に
自
然
豊
か
な
島
根
県
で
生
活
を
し

た
い
と
考
え
、
島
根
県
職
員
を
選
択
し
ま
し
た
。

通
算
十
二
年
間
勤
務
し
、
主
に
農
林
水
産
部
の
職

場
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。 

★
大
阪
事
務
所
が
最
後
の
勤
務
地
で
す
ね
。 
 

退
職
前
三
年
間
を
島
根
県
大
阪
事
務
所
で
勤 

   

務
し
、
観
光
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。 

通
算
十
二
年
間
行
政
に
従
事
し
た
経
験
や
、
個 

人
と
し
て
の
生
活
の
中
で
、
法
律
の
勉
強
を
深
め 

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
勝
手
な
が
ら
四

年
前
に
島
根
県
職
員
を
退
職
し
、
現
在
は
大
阪
市

内
に
あ
る
弁
護
士
法
人
で
事
務
員
を
し
な
が
ら
法

科
大
学
院
に
通
い
、
司
法
試
験
合
格
を
目
指
し
て

勉
強
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
四
月
か
ら
二
回
生
に

な
り
ま
す
。 

★
島
根
県
大
阪
事
務
所
勤
務
時
代
の
思
い
出
は
？ 

 

ち
ょ
う
ど
石
見
銀
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
時
期
で
も
あ
っ
た
た
め
、
石
見
銀
山
を
中
心
と

し
た
近
畿
島
根
県
人
会
主
催
の
ツ
ア
ー
の
準
備
に

関
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
同
行
さ
せ
て
い 

た
だ
い
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
参
加
者
の
皆
様
が
ご
家
族
、
ご

友
人
等
に
今
の
島
根
県
の
状
況
を
お
話
さ

れ
る
際
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
な
が

ら
、
ツ
ア
ー
の
準
備
を
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
強
く
覚
え
て
い
ま

す
。 

★
上
田
さ
ん
に
と
っ
て
の
島
根
県
と
は
？ 

 

「
心
の
故
郷
」
で
す
。
現
在
は
、
身
近

な
人
た
ち
に
島
根
県
の
魅
力
を
少
し
で
も

伝
え
る
、
と
い
う
こ
と
し
か
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
微
力

な
が
ら
島
根
県
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
い

う
思
い
で
日
々
生
活
し
て
い
ま
す
。 

★
近
畿
島
根
県
人
会
の
み
な
さ
ん
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

島
根
県
大
阪
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
た

際
に
は
、
皆
様
方
か
ら
観
光
の
こ
と
や
島

根
県
の
現
状
の
こ
と
な
ど
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
き
、
そ
れ
に
お
答
え
す
る
こ
と
が

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
島
根
県
大
阪
事
務
所
へ
お

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

★
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
司
法
試

験
合
格
を
目
指
し
て
是
非
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
！
！ 

 

上
田 

周
さ
ん
（
元
島
根
県
職
員
） 

島
根
県
を
Ｐ
Ｒ
す
る
遣
島
使
と
し
て
も
ご
活
躍
中
で
す
。 
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【
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
】 

■
二
〇
一
二
年
版
会
報
を
発
行
い
た
し
ま
し
た 

 
 

二
〇
一
二
年
版
の
会
報
を
発
行
い
た
し
ま
し
た 

の
で
、
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

二
〇
一
二
年
版
会
報
の
表
紙
は
、
古
事
記
編
纂 

一
三
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
今
年
の
七
月
二
十
一 

日
か
ら
十
一
月
十
一
日
ま
で
、
出
雲
大
社
周
辺
を 

主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
「
神
話
博
し
ま
ね
」 

を
モ
チ
ー
フ
に
い
た
し
ま
し
た
。
※
「
神
話
博
し
ま 

ね
」
公
式
サ
イ
トh

t
t
p
:
/
/w
w
w
.
s
h
i
n
w
a
h
a
k
u
.
j
p
/
 

 

■
異
動
通
知
連
絡
票
に
つ
い
て 

 
 

ご
住
所
、
ご
勤
務
先
等
に
変
更
等
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
会
報
巻
末
の
「
異
動
通
知
連
絡
票
」
を
ご

面
倒
で
も
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
記
載
事
項

に
誤
り
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
Ｉ
Ｎ
関
西
】 

 
 

■
Ｏ
Ａ
Ｐ
プ
ラ
ザ
桜
ま
つ
り 

島
根
県
物
産
展 

 
 

日
本
有
数
の
桜
の
名
所
、
０
Ａ
Ｐ
プ
ラ
ザ
の
桜

ま
つ
り
に
、
今
年
も
島
根
県
物
産
展
が
登
場
し
ま

す
！
新
鮮
な
旬
の
野
菜
や
お
い
し
い
お
漬
物
、
大

福
な
ど
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。 

四
月
一
日
（
日
）
、
七
日
（
土
）
、
八
日
（
日
）
、

十
四
日
（
土
）
、
十
五
日
（
日
）
に
は
島
根
県

観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ま
ね
っ
こ
」
が
遊
び

に
来
ま
す
！ 

【
場
所
】
Ｏ
Ａ
Ｐ
（
大
阪
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
） 

川
側
広
場
周
辺
／
大
阪
市
北
区
天
満
橋
一-

八

-

三
十
（
Ｊ
Ｒ
桜
ノ
宮
駅
、
大
阪
城
北
詰
駅
） 

【
期
間
】
三
月
三
十
一
日
（
土
）
、
四
月
一
日
（
日
）
、

七
日
（
土
）
、
八
日
（
日
）
、
十
四
日
（
土
）
、

十
五
日
（
日
） 

【
開
催
時
間
】
十
時
～
十
五
時
（
売
り
切
れ
次
第 

終
了
） 

【
商
品
例
】
産
地
直
送
農
産
物
、
加
工
品
、
お
菓 

子
な
ど
（
上
田
コ
ー
ル
ド
／
出
雲
市
） 

 ■
Ｊ
Ａ
雲
南
産
直
市 

  
毎
回
大
人
気
の
産
直
市
で
す
。
島
根
県
奥
出

雲
産
の
野
菜
や
加
工
品
を
産
地
直
送
で
お
届
け

し
ま
す
。 

【
場
所
お
よ
び
日
時
】 

① 

阪
急
オ
ア
シ
ス
尼
崎
潮
江
店 

尼
崎
市
潮
江
一-

十
六-
一
（
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
） 

四
月
六
日
（
金
）
、
十
二
日
（
木
）
、
二
十

六
日
（
木
）
～
二
十
七
日
（
金
） 

② 

阪
急
オ
ア
シ
ス
武
庫
之
荘
店 

尼
崎
市
南
武
庫
之
荘
一-

二
十
一-

一
（
阪
急 

 

武
庫
之
荘
駅
） 

四
月
十
九
日
（
木
） 

 

■
学
生
マ
ル
シ
ェ
「
島
根
展
」 

 
 

島
根
と
関
西
の
学
生
が
、
大
阪
で
島
根

県
産
農
産
物
の
産
直
市
を
開
い
て
い
ま

す
！ 

【
場
所
お
よ
び
日
時
】 

① 

三
国
店
（
サ
ン
テ
ィ
フ
ル
み
く
に
内
） 

大
阪
市
淀
川
区
西
三
国
二-

六-

三
（
阪 

急
三
国
駅
） 

 
 

四
月
四
日(

水)

、
六
日
（
金
）
、
十
一 

日
（
水
）
、
十
三
日
（
金
）
以
降
毎
週 

水
・
金
曜
日
実
施
予 

定 

運
営
時
間
十
時
～
十
九
時 

② 

鶴
橋
店
（
喫
茶
店
「
楽
山
」
店
舗
内
） 

大
阪
市
天
王
寺
区
味
原
町
二-

五
（
Ｊ

Ｒ
鶴
橋
駅
） 

四
月
五
日
（
木
）
、
十
二
日
（
木
）
以

降
毎
週
木
曜
日
実
施
予
定 

運
営
時
間

十
三
時
～
十
七
時 

③ 

豊
中
店
（
梅
田
生
花
市
場
「
和
秀
」
店

舗
内
）
豊
中
市
原
田
南
一-

十
五-

一 

四
月
六
日
（
金
）
、
十
一
日
（
金
）
以

降
毎
週
金
曜
日
実
施
予
定 

運
営
時
間

七
時
～
十
二
時
三
十
分 


